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理事長新年のご挨拶
今年最後のレク
手作り門松
研修医インタビュー
安否確認メール訓練
給食だより
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社会福祉法人小渦会 鳴門シーガル病院
理事長兼院長 福永 明広

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
は
十
二
支
で
い

う
と
「
卯
年
」
、
十
干
で
は

「
癸
」
と
な
り
干
支
は
「
癸
卯

（
み
ず
の
と
う
）
」
と
な
る
そ

う
で
す
。
こ
れ
に
は
「
冬
の
門

が
開
き
、
飛
び
出
る
」
と
い
う

意
味
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、
３
年
に
も
及

ん
で
い
る
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
、

閉
塞
し
て
い
た
全
て
が
飛
躍
に

向
か
う
と
解
釈
す
る
の
は
気
が

早
す
ぎ
る
で
し
ょ
う
か
？

当
院
も
昨
年
は
病
棟
単
位
で

２
度
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
経
験
し

ま
し
た
。
本
部
を
立
ち
上
げ
、

保
健
所
と
の
頻
回
な
や
り
取
り
、

濃
厚
接
触
者
の
割
り
出
し
、
病

棟
で
は
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

Ｐ
Ｐ
Ｅ
で
の
患
者
さ
ん
へ
の
対

応
等
々
、
職
員
は
本
当
に
尽
力

し
て
く
れ
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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世
間
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
で
ほ

ぼ
通
常
の
日
常
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
医
療
機
関
や
施
設

等
は
ま
だ
ま
だ
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
の

た
め
に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
ま

す
。さ

て
世
界
を
見
渡
す
と
、
コ

ロ
ナ
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
問

題
を
孕
ん
で
い
ま
す
。
中
国
の

覇
権
的
な
世
界
進
出
、
長
期
化

し
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、

年
々
深
刻
化
し
て
い
る
温
暖
化

問
題
、
環
境
破
壊
等
、
人
類
の

未
来
を
脅
か
す
問
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
。
も
は
や
自
国
の
利

益
だ
け
を
追
求
す
る
の
で
は
な

く
、
人
類
が
存
続
す
る
方
向
に

向
け
て
世
界
は
舵
を
切
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

わ
が
日
本
で
喫
緊
の
課
題
と

い
え
ば
、
少
子
化
問
題
で
し
ょ

う
。
昨
年
の
出
生
数
は
統
計
を

取
り
始
め
た
１
８
９
９
年
以
降
、

初
め
て
８
０
万
人
を
割
る
見
通

し
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
の

繁
栄
は
あ
り
え
な
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
一
刻
の
猶
予
も
あ
り
ま

せ
ん
。
早
急
な
子
育
て
支
援
の

拡
充
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

暗
い
話
題
ば
か
り
な
の
で
、

明
る
い
話
題
を
。
昨
年
末
に
行

わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
は
日
本
、
そ
し
て
世
界

を
熱
狂
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

日
本
は
ベ
ス
ト
８
は
逃
し
た
も

の
の
、
か
つ
て
の
優
勝
国
で
あ

る
ド
イ
ツ
と
ス
ペ
イ
ン
を
撃
破

す
る
と
い
う
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
キ

リ
ン
グ
を
成
し
遂
げ
て
く
れ
ま

し
た
。
決
勝
も
歴
史
に
残
る
死

闘
の
末
、
メ
ッ
シ
率
い
る
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
が
優
勝
し
ま
し
た
。

神
で
あ
る
マ
ラ
ド
ー
ナ
と
常
に

比
較
さ
れ
続
け
、
苦
し
ん
で
き

た
メ
ッ
シ
。
呪
縛
か
ら
解
き
放

た
れ
た
後
の
、
弾
け
る
よ
う
な

彼
の
笑
顔
に
胸
を
熱
く
し
た
人

は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。最

後
に
な
り
ま
す
が
、
本
年

が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
飛
躍
」

の
年
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
ま

し
て
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

理
事
長

福
永

明
広
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１２月２９日（木）令和
４年最後の営業日に、手作
りの門松を飾りました。

副院長、作業療法、管理
のスタッフが協力し、立派
な門松が完成しました。

シーガルニュース 手作り門松を飾りました

レクリエーション 令和４年最後のレクリエーションを行いました

１２月２９日（木）令和４年最
後のレクリエーションが行われ、
今回は３，４病棟の様子を取材し
ました。

３病棟では、温かい生姜湯を飲
みながら今年１年を振り返る懇親
会が行われました。楽しかった思
い出や今年行われたレクリエー
ションの振り返りなど、話に花が
咲いて盛り上がっていました。ま
た、３病棟には患者さんが作製し
た季節ごとの切り絵作品も展示さ
れ、明るい雰囲気になっていまし
た。

４病棟では、体内時計を計る
ゲームが行われました。一人ずつ
順番に「１秒」と「１０秒」を、
ストップウォッチの表示を見ずに
感覚で計るゲームです。とても近
いタイムを出した方もおられ、そ
の時には歓声や拍手が起こり、大
変盛り上がっていました。

インタビュー 研修医インタビュー

１１月１４日から１２月１１日まで鳴門シーガル病院にて、鳴門病院より研修医の先生が病院実習に
来られていました。研修最終日に病院の印象などお聞きしました。

（趣味は？）
スポーツ観戦で、主に野球とサッカーを見てい

ます。テレビでの観戦が多いですが、実際に現地
で観戦するときもあります。

（今後・将来の夢）
麻酔科の医師をめざし、頑張っていきます。

鳴門病院 岩朝一馬 先生

（鳴門シーガル病院の印象は？）
当初はのどかで、閉鎖的なところというイメー

ジがありました。しかし研修で来てみるとオープ
ンな感じで、売店や喫茶店もあり充実した環境で
あることを実感しました。
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当法人では、大きな災害が発生し
た際に、職員へ迅速な情報の共有と
収集ができるシステムを導入してお
ります。

具体的には、
①徳島県内で震度６弱以上の地震が
発生したとき

②徳島県内で１ｍ以上の津波が観測
されたとき

③徳島県内に特別警報（大雨・暴
風・高潮・波浪・暴風雪・大雪）
が発表されたとき

上記の気象庁が発表する災害警報
に連動して、自動で職員全員の携帯
電話に安否確認メールを送信します。
メールを受信した職員は、自分の安
否情報を入力フォームにて回答しま
す。回答した情報は法人本部でリア
ルタイムで確認することができ、被
災状況の共有や事業復旧に活用しま
す。

また、このシステムには一斉送信
メール機能が備わっています。近年
では、新型コロナウイルスの流行に
よる注意喚起や、当法人内で感染者
が発生した際の情報共有。台風接近
に伴う保安体制の情報など、全職員
への情報発信ツールとしても活用し
ています。

シーガルニュース 安否確認メールの訓練を行いました

しかし、不定期の送信になってし
まうため、携帯電話の機種変更や
メールアドレスの変更等により受信
できない職員も出てきます。それを
防ぐため、当法人では年に４回、送
受信の訓練を行っております。

１２月１８日（日）に今年度３回
目の訓練を行いました。２４時間以
内に回答してきた職員数を集計し、
回答率を算出して全職員へ公表して
おります。今回は、回答率９７％、
直近６回分の平均は９６％と、比較
的高い回答率を維持できているとい
う結果になりました。

高い回答率を維持できている要因
として、ひとつは職員一人一人の意
識向上が考えられます。もうひとつ
は、携帯アプリの普及です。以前は、
内容を確認する手段はメールしかあ
りませんでした。そのため、メール
の見落とし、迷惑メール設定による
未受信が発生し、思うような成果が
出ませんでした。携帯アプリには通
知機能や、メールを介さず直接アプ
リへ送信する機能が備わっているた
め、上記の短所を解消し、確実に情
報が届く仕組みになっています。

今後も訓練を繰り返し行い、回答
率１００％を目指すとともに、情報
共有ツールとして幅広く活用してい
きたいと思います。

給食だより

お正月の給食は、例年恒例と
なっております「おせち料理」を
提供いたしました。昆布や数の子
など、縁起の良い食材を使用した
内容となっております。

また、おやつやジュースも提供
させていただき、患者さんには大
変喜んでいただきました。

画面表示例



鳴門シーガル病院 交 通 案 内【編 集 後 記】

新年明けましておめで
とうございます。理事長
のあいさつの他、年末年
始のイベントを中心に掲
載いたしました。本年も
よろしくお願いいたしま
す。

次号（『かもめ便り』
第31号）は、2023年
5月に発行の予定です。

広報委員会
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●ＪＲ鳴門駅から「北泊・堂浦行」徳島バスで堂浦（どうのうら）下車（所要時間２０分）

●直営渡船利用 （所要時間２分）
◎渡船（無料）運航時間
午前７時３０分から午後５時２０分まで
定時運航（１０分～３０分間隔）しています。

私は、自宅にこもっている
人や活動量が減っている方に
「散歩しましょうよ」と声を
掛けるようにしている。自分
が歩いてないのに他人に歩け
というのはフェアじゃないの
で、私もウォーキングするよ
うにしている。少々の雨風な
ら、靴やズボンが濡れること
も気にせず、傘を差して歩い
ている。

歩くのにはいろいろと効用
があって、第一に、動くこと
によって体力や筋力の維持が
出来る。また、外に出ると必
然的に太陽光を浴びることに
なるので、心や身体のリズム
が整いやすい。できれば、午
前中に歩くのが良いと思って、
そうお勧めしている。

ところで、精神療法・心理
療法のひとつの方法として、
マインドフルネスというもの
がある。通常はリラックスし
た体勢で行うものなのだが、

最近、「身体の感覚を研ぎ澄
ませば、ウォーキングしなが
らでも出来るかもしれない」
と思うようになった。

クリニック近くの公園周辺
を歩いている。冬場になると
吐く息が白い。マスクのせい
でメガネが曇る。堀の水は夏
場より藻が少なく、澄んでい
る。イナのような魚が泳いで
いる。鴨の親子が水の上に浮
かんで…。気配！…危ない！
集団で歩いてきた学生さんと
ぶつかりそうになる…。
雑念…。

地上では枯れ葉が風に舞い、
カサカサという音。芝生は茶
色く枯れ、埃っぽい。クー
クーと鳴きながら鳩が何かを
ついばむ。頭上からはチイチ
イと鳥の声。桜の木々も今は
葉が落ちて…。気配！…危な
い！通勤の自転車に追突され
そうになる…。
雑念…。

徳島シーガルクリニック

院長 谷口 隆英

Dr.'s エッセイ ウォーキングとマインドフルネス

舗装道から砂利道へ。足の
裏には小石を踏む感覚。前方
からスマホを見ながら歩く人。
毎日すれ違う人だ。心の中で
「こんにちは」。お、傘を
持っているぞ！これから雨が
降るのだっけ？しまった、忘
れてきた！帰りにまた濡れる
ぞ…。
雑念、雑念…。

今現在、身の回りに起きて
いる出来事に意識を集中し、
ありのまま受け止めるという
意味では、ウォーキング中で
もマインドフルネスはできる
のかもしれない。周りに大勢
人がいる状況では雑念が生じ
るけれど、屋外で五感を働か
すだけでも意味がある。そう
思って、私は朝夕に歩いてい
る。

ヤ
マ
ザ
キ

シ
ョ
ッ
プ


